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一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

同
意
で
き
な
い
の
は
西
部
地
区
総

合
交
通
対
策
事
業
の
公
有
財
産
購

入
費
で
す
。
今
回
の
補
正
で
は
、

現
在
、
西
部
地
区
総
合
交
通
対
策

事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
市
道

４
号
線
視
距
改
良
工
事
の
工
事
箇

所
に
隣
接
す
る
土
地
７
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
７
２
０
０
万
円
で
購

入
す
る
も
の
で
、
小
田
急
線
踏
切

の
交
差
方
法
を
こ
れ
ま
で
の
平
面

交
差
か
ら
立
体
交
差
へ
変
更
す
る

た
め
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
差
方
法
の
変
更
に
伴
う
事
業
費

の
見
込
み
は
現
段
階
で
も　

億
円

２７

に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
単

に
財
政
的
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線
の

整
備
と
、
こ
の
地
域
や
本
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
座
間
南
林
間
線
の
計
画
路
線

上
に
は
、
歴
史
、
伝
統
文
化
、
自

然
が
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

本
市
が
街
な
み
環
境
整
備
事
業
と

し
て
約
３
億
円
を
投
じ
て
整
備
し
、

特
定
景
観
計
画
地
区
に
指
定
し
て

き
た
鈴
鹿
長
宿
地
区
が
あ
り
ま
す
。

市
民
協
働
で
自
然
と
歴
史
的
景
観

を
保
と
う
と
努
力
を
し
て
き
た
地

域
で
す
。
そ
の
ど
真
ん
中
を
都
市

計
画
道
路
が
分
断
す
る
と
い
う
の

は
、
行
政
施
策
と
し
て
理
解
に
苦

し
む
も
の
で
あ
り
、
第
四
次
座
間

市
総
合
計
画
の
土
地
利
用
基
本
理

念
に
も
反
す
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

る
健
康
被
害
調
査
の
実
施
を
求
め

て
い
ま
す
。
同
年
６
月
、
文
部
科

学
省
が
接
種
に
関
連
し
た
欠
席
等

の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
接

種
者
及
び
保
護
者
へ
の
個
々
の
調

査
で
は
な
い
た
め
、
接
種
し
た
子

供
や
保
護
者
の
不
安
を
重
く
捉
え

た
大
和
市
等
は
接
種
者
全
員
へ
の

状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

時
、
本
市
に
お
い
て
も
速
や
か
に

接
種
者
や
保
護
者
の
声
を
聞
く
こ

と
が
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

継
続
審
議
と
さ
れ
た
二
つ
の
陳
情

は
２
年
半
を
経
て
よ
う
や
く
採
決

と
な
り
ま
し
た
が
、
遅
き
に
失
し

た
と
憤
り
を
覚
え
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５６

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
西
部

地
区
総
合
交
通
対
策
事
業
費
に
つ

い
て
、
本
市
の
東
西
を
結
ぶ
市
道

４
号
線
は
、
圏
央
道
の
ア
ク
セ
ス

道
路
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
本
市

に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
幹
線
道

路
で
す
。

　

現
在
は
、
市
道
４
号
線
に
あ
る

小
田
急
線
相
武
台
４
号
踏
切
の
周

辺
で
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
平
面
交
差
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
将
来
は
小
田
急
線
と
の
立
体

交
差
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

実
現
す
れ
ば
踏
切
に
よ
る
渋
滞

も
解
消
さ
れ
る
上
に
、
大
型
車
両

も
通
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
産
業
の
拡
大
、
発
展
に
も
結
び

付
く
も
の
で
あ
り
高
く
評
価
し
ま

す
。

　

次
に
、
議
案
第　

号
、
平
成　

５８

２８

年
度
座
間
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
、
収
益
的
支
出
の
水
道
事
業

費
用
の
減
額
に
つ
い
て
、
こ
の
減

額
は
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業

団
の
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

２８

３２

度
ま
で
の
財
政
計
画
に
基
づ
く
料

金
単
価
改
定
に
伴
い
、
本
市
の
年

間
受
水
費
が
、
約
６
０
０
０
万
円

減
額
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、

受
水
費
が
経
常
的
に
発
生
す
る
経

費
で
あ
る
た
め
、
減
額
と
な
る
こ

と
は
、
本
市
の
水
道
事
業
会
計
の

収
益
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
賛
意
を
表
し
ま
す
。

新
政
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人 
議
員
）

将
来
に
つ
な
が
る
交
通
対
策
と

年
間
受
水
費
削
減
を
高
く
評
価

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

鈴
鹿
長
宿
地
区
を
分
断
す
る

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５６

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
誘
致

病
院
運
営
推
進
事
業
費
は
座
間
総

合
病
院
敷
地
内
市
普
通
財
産
と
キ

ャ
ン
プ
座
間
一
部
返
還
地
で
あ
る

国
有
地
と
の
一
部
交
換
が
決
定
し
、

市
が
借
り
受
け
て
い
る
国
有
地
の

面
積
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
土

地
賃
借
料
等
の
増
額
補
正
で
す
。

こ
れ
は
平
成　

年
４
月　

日
に
、

２８

２５

財
務
省
関
東
財
務
局
の
国
有
財
産

関
東
地
方
審
議
会
に
お
い
て
、
国

有
地
１
万
３
０
６
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
４
７
９
８
平
方
メ
ー
ト

ル
を
新
消
防
庁
舎
用
地
と
し
て
市

有
地
１
５
９
５
平
方
メ
ー
ト
ル
と

等
価
交
換
し
、
残
り
を
時
価
売
却

し
、
さ
ら
に
、
都
市
公
園
用
地
８

２
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル
の
３
分
の

１
を
時
価
売
却
し
、
残
り
を
無
償

貸
し
付
け
す
る
こ
と
が
決
定
し
た

も
の
で
す
。

　

市
民
待
望
の
座
間
総
合
病
院
の

開
院
、
災
害
時
の
拠
点
と
も
な
る

新
消
防
庁
舎
の
建
設
、
市
民
生
活

に
お
け
る
緑
と
の
触
れ
合
い
の
場

を
創
出
す
る
公
園
整
備
等
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
返
還
跡
地
５
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
利
用
計
画
が
確
定
し
た

こ
と
を
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
は
平
成　

年
度
の
新
消
防

２９

庁
舎
の
完
成
、
平
成　

年
度
の
都

３２

市
公
園
完
成
に
向
け
、
予
定
ど
お

り
全
て
の
計
画
が
実
現
す
る
よ
う

願
う
と
と
も
に
、市
長
を
は
じ
め
、

当
局
の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
跡
地
の

利
用
計
画
確
定
を
評
価

望
す
る
と
と
も
に
、
事
務
レ
ベ
ル

で
も
本
市
と
同
様
の
状
況
に
あ
る

秦
野
市
と
連
携
し
、
複
数
回
に
わ

た
り
県
企
業
庁
に
出
向
き
、
軽
減

要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
努
力
が

成
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
当
局
の
地
道
な
努
力
に
対

し
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

陳
情
第　

号
、
第　

号
に
賛
成

２２

２３

し
ま
す
。
２
０
１
３
年
４
月
に
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
法
定
接
種

と
な
る
と
間
も
な
く
全
国
で
副
反

応
事
例
が
多
発
し
、
６
月
に
厚
生

労
働
省
は
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を

一
時
中
止
と
し
ま
し
た
。
同
年　
１１

月
に
は
、
市
民
か
ら
陳
情
第　

号
２２

「
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
策
の
充
実

を
促
進
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
予
防
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
子
供
た
ち
へ
の
調

査
を
求
め
る
陳
情
」
と
陳
情
第　
２３

号
「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
事
業

の
一
時
中
止
を
求
め
、
早
急
な
調

査
を
開
始
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
陳
情
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。第　

号
は
、

２２

市
に
対
し
、
検
診
率
を
高
め
る
た

め
の
抜
本
的
な
対
策
や
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
全
て
の
人
に
対
す

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

よ
う
や
く
採
決
と
な
っ
た

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
陳
情
に
賛
成

　

平
成　

年
度
座
間
市
国
民
健
康

２８

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

反
対
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
平
成　

年
３０

度
に
国
民
健
康
保
険
事
業
を
市
町

村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
す
る
た

め
の
事
務
処
理
電
算
シ
ス
テ
ム
改

修
の
予
算
で
あ
り
、
国
保
事
業
を

市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
す

る
こ
と
に
反
対
し
ま
す
。

　

今
度
の
国
保
事
業
の
移
管
は
、

都
道
府
県
に
「
国
保
の
元
締
め
と

し
て
の
役
割
、
市
町
村
へ
の
監
督

と
し
て
の
役
割
」
な
ど
強
大
な
力

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
も
認
め
て

い
る
、
貧
困
層
や
高
齢
者
が
多
く

て
保
険
料
が
高
い
と
い
う
国
保
の 日

本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
移
管
に
反
対

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５６

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入

に
お
い
て
、
救
急
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業
助
成
金　

万
円
余
が
増

７８

額
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
補
正
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
精
神
疾
患

患
者
の
救
急
出
場
に
関
す
る
調
査

研
究
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
決

定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

精
神
疾
患
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は

家
族
が
１
１
９
番
通
報
を
し
ま
す

が
、
正
確
な
医
療
情
報
を
か
け
つ

け
た
救
急
隊
員
が
把
握
す
る
た
め

に
は
、
現
在
、
福
祉
長
寿
課
で
無

料
配
布
し
て
い
る
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
障
が
い
福
祉

課
と
消
防
署
と
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
救
急
搬
送
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
の
発
想
で
あ
り
、
消
防
職
員
の

課
題
意
識
、
解
決
方
法
を
模
索
す

る
姿
勢
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

次
に
、
議
案
第　

号
、
平
成　

５８

２８

年
度
座
間
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
の
６
０
０
８
万
円
余
は
、
営

業
費
用
の
受
水
費
を
減
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
減
額
は
、
毎

年
、
市
長
み
ず
か
ら
県
へ
赴
き
要

ざ
ま
大
志
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

一
般
会
計
補
正
予
算
に
賛
成

受
水
費
の
減
額
を
評
価

構
造
的
問
題
が
全
く
解
決
さ
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
、
国
保
料

の
値
上
が
り
さ
え
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

都
道
府
県
に
国
保
事
業
が
移
管

さ
れ
て
も
、
国
保
料
の
決
定
、
賦

課
徴
収
、
医
療
の
給
付
、
保
険
事

業
団
の
実
務
な
ど
は
引
き
続
き
市

町
村
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村

に
新
た
な
財
源
は
支
出
さ
れ
な
い

の
で
、
国
保
事
業
の
必
要
経
費
は

引
き
続
き
市
町
村
が
住
民
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
へ
の
納
付
金
は
１

０
０
％
納
付
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
保
険
料
を
値
上
げ
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

▽
５
月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、
会

２７

議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・
提
案

説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、請
願
及
び
陳
情
上
程
・

委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

　

▽
６
月
３
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
６
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
７
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
･
質

２１

疑
・
討
論
・
採
決
、議
員
提
出
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、
委
員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会
中

間
報
告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員
派
遣
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
）
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑
（
５
月　

５５

２７

日
）

　

加
藤
陽
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

総
括
質
疑
（
５
月　

日
）

２７

　

加
藤
陽
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
松
橋

淳
郎
（
ざ
ま
大
志
会
）
、
荻
原
健
司
（
新

政
い
さ
ま
）
、守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）、

安
田
早
苗
（
公
明
党
）

　

討
論
（
６
月　

日
）

２１

　

沖
永
明
久（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）、

加
藤
陽
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）
、
松
橋
淳
郎
（
ざ
ま

大
志
会
）
、
安
田
早
苗
（
公
明
党
）
、
吉

田
義
人
（
新
政
い
さ
ま
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑

１３

（
６
月　

日
）

２１

　

沖
永
明
久（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す
る
討
論

１３

（
６
月　

日
）

２１

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）
、
伊
藤
正

（
新
政
い
さ
ま
）
、
沖
永
明
久
（
会
派
に

所
属
し
な
い
議
員
）
、
安
田
早
苗
（
公
明

党
）

　

報
告
第
４
号
に
対
す
る
質
疑
（
６
月　
２１

日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す
る
討
論

１４

（
６
月　

日
）

２１

　

沖
永
明
久（
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要


